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れ
て
お
ら
ず
、
不
透
明
な
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
厳
し

い
財
政
運
営
が
見
込
ま
れ
る
。

　

歳
出
に
つい
て
は
、
小
中
学
校
天

井
等
落
下
防
止
工
事
及
び
防
災
行

政
無
線
施
設
事
業
な
ど
の
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
や
、
茂
原
に

い
は
る
工
業
団
地
造
成
事
業
及
び

（
仮
称
）
茂
原
長
柄
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェン
ジ
設
置
事
業
な
ど
、
将

来
を
見
据
え
た
基
盤
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

問
平
成
28
年
１
月
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
利
用
が
開
始
さ
れ
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
に
組
み
込
ま
れ
た
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
の
空
き
領
域
で
、独
自
利
用

が
行
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。市

民
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
う
。

答
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
カ
ー
ド

を
必
要
と
す
る
方
か
ら
の
申
請
に

基
づ
き
平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付

す
る
も
の
で
、
身
分
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
カ
ー
ド
内

に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
登
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
在
交
付
さ
れ
て
い

る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
同
様
、

市
町
村
が
独
自
に
活
用
で
き
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の

空
き
領
域
の
活
用
に
つい
て
は
、
多

く
の
自
治
体
が
検
討
段
階
に
あ
る

が
、国
に
お
い
て
は
、個
人
番
号
カ
ー

ド
の
普
及
に
向
け
た
取
組
み
と
し

て
、
健
康
保
険
証
や
印
鑑
登
録
証

な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
カ
ー

ド
類
と
の
一
元
化
を
推
進
す
る
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
に

注
視
す
る
と
と
も
に
、
情
報
収
集

に
努
め
、
費
用
対
効
果
を
考
慮
し

な
が
ら
、
市
民
の
利
便
性
向
上
に

つ
な
が
る
個
人

番
号
カ
ー
ド
の

利
活
用
を
検
討

し
て
き
た
い
。

和
29
年
以
降
、
現
在
ま
で
に
31

路
線
、
延
長
に
し
て
61
・
２
㎞
を

都
市
計
画
決
定
し
、
そ
の
う
ち
、

29
・
９
㎞
、
約
48
％
が
完
成
し
て
い

る
。
現
在
は
、
茂
原
駅
前
通
り
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
街
路

事
業
に
よ
り
、
お
り
ひ
め
線
、
ひ

こ
ぼ
し
線
、
高
師
町
下
井
戸
線
な

ど
、
中
心
市
街
地
の
３
・
７
㎞
、
約

６
％
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
未
整
備
部
分
に
つい
て
は
、
市

街
地
緑
辺
部
や
本
納
駅
、
新
茂
原

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
27
・
６

㎞
、
約
45
％
と
な
って
い
る
。

　

本
納
地
区
の
都
市
計
画
道
路
の

整
備
に
つい
て
は
、
交
通
結
節
点
で

あ
る
駅
への
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、

整
備
の
必
要
性
は
高
い
と
考
え
て

い
る
が
、
現
在
は
、
中
心
市
街
地

に
お
い
て
都
市
計
画
道
路
の
整
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
防
災
備
蓄
に
つ
い
て

問
本
市
は
、
市
内
34
箇
所
に
防
災

備
蓄
倉
庫
が
あ
り
、
飲
料
水
や
ア

ル
フ
ァ
ー
米
等
の
食
料
備
蓄
が
あ

る
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
同

規
模
の
被
害
想
定
か
ら
算
出
し
た
、

食
料
１
人
１
日
２
食
３
日
分
の
必

要
数
量
に
対
し
て
少
な
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
伺
う
。

答
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
最

大
被
害
想
定
で
は
、
直
下
型
地
震

に
よ
り
人
口
の
約
15
％
の
避
難
者

を
予
想
し
て
お
り
、
計
画
上
で
は
、

１
人
１
日
２
食
３
日
分
の
８
万
２
８

０
０
食
分
が
必
要
と
な
る
。

　

現
在
の
市
の
備
蓄
食
料
は
、
約

４
万
５
０
０
０
食
で
あ
り
、
充
足

率
は
約
54
％
で
あ
る
が
、
不
足
分

に
つい
て
は
、
災
害
協
定
や
県
か
ら

の
支
援
な
ど
に
よ
り
対
応
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
の
備
蓄
で
十
分
と

は
考
え
て
い
な

い
た
め
、
今
後

も
充
足
率
の
向

上
に
努
め
て
い

き
た
い
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

小
久
保 

と
も
こ
議
員

（
公
明
党
）

○
平
成
27
年
度
予
算
の
収
支
見

込
に
つ
い
て

問
本
市
は
、
急
速
に
進
展
す
る
少

子
高
齢
化
の
課
題
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構
築

と
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る

と
考
え
る
。
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
伴
い
財
源
収
入
も
厳
し
い
状

況
が
想
定
さ
れ
る
が
、
来
年
度
予

算
の
収
支
見
込
に
つい
て
伺
う
。

答
歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
に
つ
い

て
評
価
替
え
等
に
伴
う
固
定
資

産
税
の
減
収
や
、
法
人
市
民
税
の

税
率
が
下
が
る
こ
と
に
よ
り
減
収

が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
地
方
交

付
税
に
つい
て
は
、
市
税
の
減
収
分

の
増
収
は
見
込
ま
れ
る
が
、
現
在
、

国
か
ら
の
地
方
財
政
計
画
が
示
さ

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

佐
藤　

栄
作
議
員

（
公
明
党
）

○
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ

い
て

問
都
市
計
画
道
路
の
未
整
備
部
分

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
い
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な

い
本
納
地
区
の
都
市
計
画
道
路
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
考
え

な
の
か
伺
う
。

答
本
市
の
都
市
計
画
道
路
は
、
昭

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

竹
本　

正
明
議
員

（
政
明
ク
ラ
ブ
）

○
市
民
会
館
の
建
替
計
画
を
立

て
よ

問
現
在
、
小
中
学
校
の
耐
震
補

強
工
事
も
進
み
、
今
後
は
公
共
施

設
の
耐
震
化
を
は
じ
め
、
建
替
え

等
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


